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茨城県の治安概況 ※資料中で使用している数値には速報値も含まれます。

１ 刑法犯の認知・検挙状況 (4) 高齢者虐待事案の認知・検挙・通報状況

２ 人身安全関連事案の認知・検挙等の状況
(1) ストーカー事案の認知・検挙・警告状況 ３ ニセ電話詐欺の認知・検挙・被害額状況

(2) ＤＶ事案の認知・検挙・保護命令状況 ４ 交通事故の発生状況

(3) 児童虐待事案の通告・検挙状況 ５ 飲酒運転の取締り・飲酒運転による事故の発生状況

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04
通告人員 207 330 317 739 906 1,237 1,550 1,687 1,817 1,692
検挙件数 4 23 33 42 30 66 58 42 33 38
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04
認知件数 1,427 1,637 1,763 1,798 1,951 2,227 2,421 2,451 2,704 2,638
検挙件数 55 272 509 476 427 433 342 222 210 341
保護命令件数 50 47 45 24 29 28 26 18 23 28
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04
認知件数 428 380 475 519 526 462 421 475 492 396
指導警告件数 211 163 172 138 156 173 190 224 307 211
検挙件数 26 30 67 59 41 33 37 46 55 41
文書警告件数 17 67 186 145 93 66 13 17 11 6
禁止命令件数 1 5 13 11 32 33 50 66 66 46
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04
認知件数 127 202 201 267 304 418 438 477 487 476
通報人員 109 190 194 238 267 373 396 432 442 448
検挙件数 4 40 80 78 71 90 74 66 45 58
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04
認知件数(件) 290 301 404 428 340 364 376 306 259 254
検挙件数 57 47 45 47 73 104 157 121 98 68
検挙人員 32 24 48 52 60 61 56 44 35 36
被害額(千円) 1,659,505 1,436,759 1,229,232 978,867 574,139 524,650 633,133 550,224 476,843 466,127
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04
死者数 163 132 140 150 143 122 107 84 80 91
高齢者死者数 103 60 69 73 80 65 65 52 46 50
発生件数 13,279 12,534 11,613 10,455 9,679 8,682 7,447 6,049 5,929 6,271
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04
飲酒運転事故発生件数 172 166 136 138 152 118 107 68 65 77
飲酒運転取締り検挙件数 1,307 1,203 887 1,290 2,345 2,190 1,553 1,237 977 908
飲酒運転事故死者数 6 13 14 24 16 6 7 4 10 6
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04
認知件数 35,055 30,502 29,085 26,607 24,809 22,550 20,312 16,301 14,277 15,986
検挙件数 9,820 9,646 8,896 9,216 8,067 8,181 7,286 6,182 5,833 4,988
検挙人員 4,809 5,068 5,141 4,873 4,909 4,237 3,562 3,311 3,107 3,207
検挙率 28 32 31 35 33 36 36 38 41 31
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R04.8 R05.8
認知件数 9,792 12,960
検挙件数 3,224 3,744
検挙人員 2,060 2,291
検挙率 33 29
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R04.8 R05.8
認知件数 268 335
指導警告件数 150 122
検挙件数 26 37
文書警告件数 5 0
禁止命令件数 32 50
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R04.8 R05.8
認知件数 1773 1851
検挙件数 234 198
保護命令件数 19 11
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R04.8 R05.8
通告人員 1180 1284
検挙件数 13 29
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認知件数 342 356
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検挙件数 34 40
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R04.8 R05.8
認知件数(件) 152 154
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検挙人員 16 15
被害額(千円) 287,497 353,345
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飲酒死者数 3 2
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(1) 住宅侵⼊窃盗の特徴
・ 令和５年８⽉末の認知件数 831件（前年同期⽐＋220件）

うち、363件（44％）が「無施錠」、410件（49％）が「ガラス破り」での被害
犯罪率（⼈⼝あたりの認知件数）全国ワースト

(2) 対策
・ 常時施錠の習慣付け
・ 窓ガラスの強化

(1) 死亡事故の特徴
･ 昨年中の死亡事故全体では「前⽅不注意」が約３０％を占め、全国平均の約1.2倍
･ 平成３０年以降、歩⾏者死亡事故の最⼤原因は｢前⽅不注意｣で、
夜間５４％、昼間２５％を占める

(2) 反射材の貼付活動
･ 本年９⽉12⽇現在、⾼齢者８５万⼈中、約52,000⼈に反射材貼付

(3) 横断歩⾏者妨害の取締りの徹底
･ 本年８⽉末現在、2,537件を検挙（過去10年間平均の約3.7倍）
･ R5年中における信号機のない横断歩道上における交通事故は対策実施前の平均の

半数以下に減少
(4) 止まりやすい横断歩道対策

･ 道路管理者と連携し坂道の横断歩道対策を実施
･ 減速を促す強調道路表⽰、横断歩道のカラー表⽰

(5) 飲酒運転の取締りの徹底等
･ 本年８⽉末現在、589件検挙(昨年同期とほぼ同数)
･ 県内全運転代⾏業者（332社）に「⽬的地までの確実な搬送｣チラシを配布

(1) ダウンロード数
本年５⽉末現在 約28,000件 → ９⽉12⽇現在 約64,000件（約2.3倍）

(2) 利⽤促進に向けた取組
・ 巡回連絡時における即時利⽤の働き掛け
・ 県、市町村を介した県⺠への周知
・ 学校を介した学生・生徒、保護者への働き掛け
・ 企業・団体等と協働した周知
・ 防犯キャンペーン等における即時利⽤の働き掛け

茨城県警察の重点施策・推進状況

３ 住宅侵⼊窃盗防止対策

２ 令和５年９月14日

２ ニセ電話詐欺被害防止対策

茨 城 県 警 察 本 部

巡回連絡を活⽤した高齢者総合安全対策の推進
〜巡回連絡による⼀対⼀での⾯接活動で県⺠との信頼関係を構築〜

【事件・事故、災害の具体的被害状況の教示】
○ 自分は騙されないと思っている⼈が電話に出てニセ電話詐欺グループに騙されている
○ 令和４年中の住宅対象侵⼊窃盗のうち、無施錠被害が約４割
○ 令和４年中の夜間における歩⾏中死者数23⼈中、反射材着⽤者は０⼈
○ ⼤雨等の災害では、自分は被害に遭わないというバイアスにより逃げ遅れる可能性がある

【事件・事故、災害に対する具体的対策の働き掛け】
①ニセ電話詐欺

防止対策
②住宅侵⼊窃盗

防止対策

留守番電話
機能の設定

常時施錠の習
慣付け、フィ
ルムの貼付

③歩⾏者事故
防止対策

④災害被害
防止対策

夜光反射材
の着⽤

近隣住⺠と連
携した早期避
難

５ 県⺠の適正な避難等・防災意識向上対策

４ 歩⾏者事故防止対策

１ 茨城県警察防犯アプリ「いばらきポリス」の利⽤促進 茨城県警察防犯アプリ
い ば ら き ポ リ ス

iOS端末 android端末
（iPhone等）

登録⽤二次元コード

⇨ 本年９⽉12⽇現在 ⾼齢者世帯53万世帯中 約６万世帯（約11.4％）の巡回連絡を実施

(1) 災害時の避難をめぐる特徴
・ 「これまで被害に遭っていない」「近隣住⺠も避難していない」等の意識

「自分は被害に遭わないだろう」という考え⽅を「早期避難」に改めてもらう 〜県⺠の意識改⾰が課題
(2) 自主防災組織・防災リーダーとの連携

・ 各地域の組織やリーダーに「避難訓練」を働き掛け
本年８⽉末現在、90回・1,005団体に訓練の働き掛けを実施

(3) 近隣住⺠同⼠が連携した早期避難
・ 防災意識向上を⽬的とした防災講話の実施

本年８⽉末現在、421回・23,028⼈に防災講話を実施
(4) 災害等緊急事態に備えた指導・支援の強化

・ 警察署への指導、⽀援を強化 〜豪雨災害を想定した⾈艇による救出救助訓練等
本年８⽉末現在、 24回の⾈艇訓練を実施

(1) 被害特徴と留守番電話機能の設定
・ オレオレ詐欺では37件中36件（約97％）が固定電話への架電が端緒
・ 本年６⽉から開始した警察官の巡回連絡等により、本年９⽉12⽇現在、⾼齢者世帯約39,000世帯の

固定電話を留守番電話に設定
(2) 取組の成果（オレオレ詐欺）

（全国）
○ 認知件数、被害額とも前年同期⽐で増加
○ 本年７⽉末現在

2411件（＋393件）
約69億9,100万円（＋約８億8,700万円））

（当県）
○ 本年５⽉末時点、

認知件数２４件（前年同期⽐＋５件）
被害額約１億4,500万円（前年同期⽐＋約１億200万円）

○ 取組み開始以降となる本年８⽉末現在
認知件数３７件（前年同期⽐－８件）
被害額約１億9,600万円（前年同期⽐＋約3,500万円）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月
認知件数 92 81 116 111 117 134 79 100

R5

※６⽉をピークとして認知件数に減少の兆しがみられる



術科訓練の充実強化について

警 務 部 資 料
令和５年９月14日

１ 持凶器犯⼈を制圧・逮捕した事例 ３ 総合対処法訓練の強化

茨 城 県 警 察 本 部

２ 警察術科の推進状況

ア 具体的想定に基づいた実践的訓練⽅法
イ 複数⼈で連携しながら、柔道・剣道、逮捕術、拳銃の技能を複合的に活⽤し、受傷

することなく犯⼈を制圧
ウ 凶悪犯罪から県⺠を守るため、訓練を通して効果的な対処⽅法を追求

総合対処法

逮捕術 拳銃

柔道剣道

（１） 警察術科
柔道・剣道、逮捕術、拳銃

（２） 術科訓練
ア 警察学校における採⽤後の基礎訓練
イ 警察署等における通常訓練
ウ 資質を有する職員に対する特別訓練

警察学校での訓練 警察署での訓練 女性警察官の訓練

（３） 警察術科⼤会
各術科ごとに年１回開催

反射力を養う相対訓練 刃物を持った被疑者に連携して対処

警棒と拳銃を使って被疑者と対峙 逮捕術で被疑者を制圧・逮捕

（１） 総合対処法訓練の概要（１） 令和２年12⽉（笠間市）
110番通報の現場において、男が包丁を突き出してきたため、男に向けて発砲

（２） 令和３年11⽉（⽔⼾市）
110番通報の現場において、男がナイフを振り回して向かってきたため、威嚇射撃

（３） 令和５年８⽉（筑⻄市）
職務質問の際に、男がナイフを⽰して抵抗したため、男に拳銃を向けて警告

３



犯罪の起きにくい社会づくりの推進

４ 全国地域安全運動の実施

３ 多様な担い手による自主防犯活動の推進

生 安 部 資 料
令 和 ５ 年 ９ 月 1 4 日
茨 城 県 警 察 本 部

１ 犯罪情勢

２ 自治体対象の街頭防犯カメラ設置費補助事業

第45回地域安全茨城県⺠⼤会
10⽉11⽇（⽔）13:30〜
ザ・ヒロサワ・シティ会館

令和３
年度

令和４
年度

令和５
年度

補 助
市町村数 32 39 35

補助台数 120 120 120

理髪店における防犯アプリ普及活動 ながら⾒守り活動促進ポスター

補助事業実績 設置前の現地調査（本年8⽉）

○ 期間︓令和５年10⽉11⽇（⽔）〜10⽉20⽇（⾦）
○ 主催︓茨城県安全なまちづくり推進会議
○ 重点

・⼦供と⼥性の犯罪被害防⽌
・ニセ電話詐欺の被害防⽌
・住宅侵⼊窃盗の被害防⽌
・自動⾞盗の被害防⽌

※ 令和5年度については、⾒込みの実績
となります。

(1) 刑法犯認知件数 (2) 住宅侵⼊窃盗

(3) 自動⾞盗 (4) ⾦属盗

通学路における⼦供⾒守り活動
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(2) 交番・駐在所連絡協議会
交番・駐在所と地域住⺠による連絡協議会

を設置し、地域の治安に関する問題等を協議
したり、住⺠からの警察への意⾒・要望を把
握

地域に密着した交番・駐在所の活動について

地 域 部 資 料
令和５年９月14日
茨 城 県 警 察 本 部

パトロール等による街頭活動の強化
・ 積極的に警察官の制服姿やパトカーの姿を県⺠に
「⾒せる」パトロール活動

・ パトロールカードを効果的に活⽤した
「知らせる」パトロール活動

(1) 巡回連絡
ア 巡回連絡とは

地域警察官が、担当する地域の家庭等を訪問
し、犯罪、事故等の必要な指導・連絡や地域住
⺠からの意⾒・要望を聴取

【住宅街の警戒】

１ 初動警察活動の推進

(3)  情報発信活動
ア ミニ広報紙

管内の犯罪情勢や防犯情報を掲載し、定期
的に発⾏

イ 交番・駐在所速報
直ちに注意喚起すべき事件や 事故について

掲載し、随時発⾏

○ 住⺠の反響

２ 地域住⺠に寄り添った活動の推進

【横断歩道における⽴哨】 【パトロールカード】

地域住⺠に必要な地域安全情報を提供

県⺠の安全と平穏の確保

【交番連絡協議会】

・ 交番・駐在所を拠点として地域の実態を把握し、実態に即した活動を実施
・ 常に警戒体制を保持し、管内の様々な事件・事故に直ちに対応

住⺠や関係機関・団体と連携した事件・
事故の防止、地域の問題解決

3 地域住⺠の安⼼感を醸成するための活動の推進

○ 対策を推進中の地域警察官の声

・ ⾼齢者向けの対策として直接訪問は素晴らしい。意味のある施策である。
特に世間と交流が少ない独居⽼⼈宅への訪問は効果が期待できる。

・ 警察官が住⺠の靴に直接、貼付する活動は有効だと思う。反射材のおかげ
で、⾞を運転している際など、歩⾏者がいると認識することができるので、
実施を推進してほしい。

・ 巡回連絡に⾏くと「お疲れ様」等と感謝されるので、やり甲斐を感じる。
・ 「久しぶりに来てくれたね」等と言われるとうれしく感じる。
・ 専⾨⽤語ではなく、相⼿に伝わりやすい言葉を選び、相⼿⽅に寄り添う

形で巡回連絡を⾏っている。
・ 60代と90代では、⾝体状況、理解⼒等が異なるため、若⼿警察官には

相⼿に応じて強弱をつけてアドバイス、説明するよう、実践的に指導する
必要があると感じる。

【留守番電話機能の設定】

【ミニ広報紙】

回覧 茨城地区交番 ? 029-291-0110 ⽔⼾警察署  ? 029-233-0110

水戸警察署
茨城地区交番

2023-5
〔令和5年〕

～ 茨 城 地 区 交 番 広 報 紙 ～

春の地域安全運動

期間：令和５年４月２５日（火）～５月９日（火）

鹿島灘沿岸に設けられて

いる人工岬（ヘッドランド）付

近では離岸流が常に発生して

おり、死亡事故が多発してい

る大変危険な海域です。海に

行ってもこの付近では絶対
に遊ばないでください。

茨城町内の
事件事故発生件数
(令和５年3月末)

事件：５４件
（前年比 +68.8％）

事故：２２７件
（前年比 +2.7%)

※警察に届出の
あった件数です

県警では県民の皆様を身近な犯罪から身を守るために必要な犯罪の発生・防犯

対策情報や子ども・女性に対する声かけ、事案情報、交通事故情報、県警からの

お知らせなどをメールで配信するサービスです。

登録方法は下のアドレスに空メールを送信、返信メールにより手続

きするだけ！

登録用アドレス ：login@mail1.police.pref.ibaraki.jp
右のＱＲコードをバーコード

リーダーで読み込むことで

メール送信が簡単に行えます。

ひばりくん防犯メールへの登録を

登録者数１０万人突破！

茨城県内の情報がすぐ

に配信されます！

⼦供と⼥性の犯罪被害防止
ながら見守り活動の協力をお願いします！

侵⼊窃盗の被害防止
鍵掛けの徹底は手軽で効果的な防犯対策です！

在宅中でも鍵をかける習慣をつけましょう。

自動⾞盗の被害防止
複数（ハンドルロック、タイヤロック、警報器、

GPS等）の防犯対策等の自助努力をお願いします！

活動重点

毎年、この時期になると、農作物の盗難が増えてきます。皆さんが

精魂込めて育てた作物が、泥棒に盗まれるのは屈辱で悲しいことだ

と思います。収穫前の畑や収穫後の倉庫から作物を盗む泥棒がいま

すので、注意してください。

茨城地区交番広報紙ひぬま 令和５年５月号

イ 巡回連絡を活⽤した⾼齢者総合安全対策の推進
⾼齢者宅の巡回連絡を実施し、

・ ニセ電話詐欺被害防⽌のための留守番電話機能
の設定

・ 住宅侵⼊窃盗防⽌のための常時施錠の徹底
・ 夜間の歩⾏者事故防⽌のための反射材の貼付
・ 災害被害防⽌のための早期避難の意識付け
・ いばらきポリスの登録拡⼤
等を推進 【窓ガラスの確実な施錠】

５

mailto:login@mail1.police.pref.ibaraki.jp


捜査第三課

(1) 犯⾏の態様
・ 薬物常習者や暴⼒団関係者、不良外国⼈等が

「実⾏役」「搬送役」「解体や輸出等の処分役」
など任務分担して⼀連の流れを組織的に⾏っている。

・ ヤードとなり得る場所が多く、距離的に横浜港などが近い本県は解体現場に選ばれる
傾向が強い。

(2) 各種対策
・ 違法ヤードに対するヤード条例に基づく徹底した取締
・ 現場における鑑識活動、防犯カメラ画像・映像の収集、各種捜査⽀援システムを活⽤

した事件分析
・ 戦略的な合共同捜査の推進による窃盗組織の全容解明と検挙

(3) ヤードの種類
通常ヤード 倉庫型ヤード その他のヤード

(4) 主な検挙事例
県内合同捜査（古河署拠点５所属 自動⾞盗75件 被害総額１億3,653万円相当）
県間合同捜査（⼤阪府警他２県警 自動⾞盗72件 被害総額４億2,984万円相当）

自動⾞盗の現状と対策

２ 検挙件数の推移

刑 事 部 資 料
令和５年９月14日

１ 認知件数の推移

３ 戦略的な情報発信

(1) 「いばらきポリス」を活⽤した情報発信
・ バー式ハンドルロックやタイヤロックなどの防犯対策の配信
・ ひばりくん防犯メールで発生状況をタイムリーに配信

(2) ディフェンス⼒向上のための警察広報
・ 発生状況や効果的な防犯対策の周知を⽬的とした警察広報
・ ヤード情報や不審⾞両の情報などの情報提供を⽬的とした警察広報

茨 城 県 警 察 本 部

４ 組織化・広域化する犯⾏への対策

５ スピード感あふれる各種捜査の展開（機動捜査支援課の設置）

● 平成25年から減少傾向 ● 令和５年8⽉末 ワースト・位

● 平成28年をピークに減少傾向 ● 令和５年８⽉末 全国１位

発生

刑事総務課
捜査⽀援室

捜査第三課

・被害確認
・防カメ回収

署

各種分析
等

現場捜査 分析

情報共有

(1) 機動捜査支援課
設置前

各種捜査
（各部署で担当）

被疑者浮上 検挙

被害集約

発生 被疑者浮上 早期検挙

・初動捜査⽀援
・防カメ回収、解析
・⾼度な分析
・事件情報の集約、管理

初動捜査、分析現場捜査

署

⽀援

情報共有

機動⼒＋分析⼒の強化 → スピード感あふれる捜査

(2) 機動捜査支援課
設置後

追跡捜査

【平成25年〜令和４年】 【全国ワースト10（令和５年８⽉末）】

【平成25年〜令和４年】 【全国ベスト10（令和５年８⽉末）】

機動捜査⽀援課
（⼀括して担当）

６



(3) 夜間における事故の特徴（H25ｰR4の死者累計）
歩⾏者の反射材着⽤状況 夜間の前照灯上向き効果

・ 前照灯が上向きであったら回避可能と
・ 死者301⼈(96％)が反射材非着⽤ 考えられる事故が162件(53％)

夕暮れ時と夜間における交通事故防止

２ 対策

交 通 部 資 料
令和5年9月14日

１ 交通事故発生状況

(1) 自動⾞対歩⾏者事故の死者数の推移

(指数55.5)

※ 指数は、平成25年を100とした場合の令和４年の値である。
・ 死者数については減少傾向

(２) 歩⾏者事故の時間帯別発生状況（H25ｰR4の死亡事故累計、期間別⽐較）

・ ９⽉から12⽉における16時から19時までの死者数84⼈(49.7％）と割合が⾼い
・ ９⽉から12⽉における16時から19時までの死者84⼈のうち、73⼈(87％)が⾼齢者

(1) 反射材の直接貼付活動
ア 巡回連絡を活⽤した直接貼付活動の推進
イ 夕暮れ時と夜間における直接貼付活動の推進

(2) 反射材の効果や使⽤方法等の周知と交通安全教育
ア 各種広報媒体を活⽤した周知
イ 参加・体験・実践型の交通安全教育の推進

(3) 反射材着⽤の広報啓発活動
ア 夕暮れ時や夜間における反射材着⽤促進キャンペーンの実施
イ 関係機関・団体と連携した広報啓発活動の推進

(4) 前照灯の早め点灯や上向き点灯に関する広報啓発活動
ア あらゆる広報媒体を活⽤した運転者への呼び掛けの実施

茨 城 県 警 察 本 部

前照灯の早め点灯や上向き
点灯に関する広報啓発活動
（県警公式Youtube動画）

反射材⽤品の
広報啓発活動

反射材⽤品の効果や
使⽤方法等の周知と

交通安全教育
反射材⽤品の直接貼付活動

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
死者数 54 40 51 45 50 43 31 38 33 30
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35%
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高齢者 87％
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茨城県警の重点施策・推進状況

資 料
令和５年9月14日

２ ⼤規模⾏事の開催に向けた警備諸対策

(1) 実地踏査及び情報の収集・分析
・ 総合警備対策室を中心とした各種警備対策の推進

(2) 警衛・警護の徹底
・ 警護対象者等との連携
・ 銃器攻撃への対処等を含めた実践的かつ⾼度な訓練

(3) 警戒警備の強化
・ テロ関連情報を幅広く収集・分析
・ ⼤規模集客施設や公共交通機関等に対する警戒警備を強化

(4) 関係機関・団体との連携
・ テロ対策茨城パートナーシップ推進会議臨時総会等の実施
・ 海上保安庁や税関等との密⼊国者によるテロを想定した合同訓練
・ 爆発物の原料となり得る化学物質を取り扱う事業者に対するロー

ルプレイング訓練
・ 重要インフラ事業者等に対するサイバー攻撃を想定した図上演習
・ 茨城県サイバーテロ対策協議会総会の開催

(5) 総合的な交通対策の推進
・ ⼀般交通への影響に配慮した的確な交通対策

茨 城 県 警 察 本 部

１ ⼤規模災害対策

(1) 災害をめぐる情勢
・ 懸念される主な⼤規模災害

(2) 平素からの備え
・ 各種教養・訓練を通じた職員の災害対処能⼒の向上
・ 自主防災組織等に対する防災講話や避難訓練の働き掛け
・ ⾼齢者宅を中心とした巡回連絡における啓発指導
・ 広報啓発動画の作成とSNS等を活⽤した拡散

⼟砂災害現場における捜索活動 銃撃事件を想定した訓練 密⼊国者によるテロを想定した合同訓練

災害種別 内容

茨城県南部地震 県南・県⻄を中心に揺れや⽕災による被害

県北部の活断層による地震 県北の沿岸部で揺れによる被害

茨城県沖から房総半島沖の地震 県央から⿅⾏、県南にかけて液状化や揺れによる被害、沿岸部全域へ
の津波による被害

局地的な豪雨による⼟砂災害 県内の⼟砂災害警戒区域や⼟砂災害特別警戒区域における被害

「⼤雨の時は早めの避難
を」と題した啓発動画を
県警察公式YouTube等
で配信開始

閲覧⽤QRコード
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